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当社は、遺伝子工学研究用試薬、オリゴヌクレオチド及び関連製品・サービスの提供、

臨床検査サービス、研究支援サービスを通じて、持続可能な社会の実現に貢献します。 

 

【Environment（環境）】 

1. 環境関連法令を遵守します。 

2. 化学物質、廃液及び産業廃棄物を適切に管理します。 

3. エネルギー及び資源の効率的利用に努めます。 

4. 環境負荷低減に向けた継続的改善を推進します。 

 

【Social（社会）】 

1. 安全で健康的な職場環境を維持します。 

2. 顧客、取引先及び地域社会との信頼関係を重視します。 

3. 人権を尊重し、差別やハラスメントを許容しません。 

4. 顧客情報及び機密情報を適切に保護します。 

 

【Governance（ガバナンス）】 

1. 法令、契約及び社内規程を遵守します。 

2. 公正かつ誠実な事業活動を行います。 

3. 情報セキュリティ及び個人情報保護を推進します。 

4. 継続的なリスク管理及び内部統制の向上に努めます。 

 

本

方針は全従業員に周知し、定期的に見直します。  
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当社は、事業活動に関わる全ての人々の人権を尊重します。 

 

1. 強制労働及び児童労働を認めません。 

2. 人種、国籍、性別、年齢、障害、宗教その他の理由による差別を行いません。 

3. ハラスメント、いじめ及び人格を傷つける行為を許容しません。 

4. 労働関連法令を遵守し、公正な労働環境を維持します。 

5. 安全衛生を重視し、従業員の健康と安全を守ります。 

6. 顧客、取引先及び関係者の権利と尊厳を尊重します。 

7. 人権侵害の予防及び是正に努めます。 

 

本方針は全従業員に周知し、継続的改善を行います。  
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当社は、責任ある調達活動を通じて持続可能なサプライチェーンの構築を目指します。 

 

【法令遵守】 

・法令及び社会規範を遵守する取引先との取引を推進します。 

 

【品質・安全】 

・品質及び安全性が確保された原材料及び製品を調達します。 

・トレーサビリティ及び品質管理体制を重視します。 

 

【人権・労働】 

・人権を尊重し、強制労働、児童労働及び差別を認めない取引先を支持します。 

 

【環境】 

・環境負荷低減に取り組む取引先との協力を推進します。 

・化学物質及び廃棄物の適正管理を重視します。 

 

【公正取引】 

・贈収賄、不正競争及び利益相反を排除します。 

・透明性のある取引を実施します。 

 

【情報管理】 

・機密情報及び個人情報を適切に保護します。 

 

本方針は定期的に見直し、継続的な改善を行います。 

 

 




